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　伊賀市内には、昔ながらの山林が、原生林に近い
状態で残っています。奥地に行かなくても珍しい植
物を見つけることができます。
◆ヒメカンアオイ
　上野公園に自生するヒメカンアオイは、旧制上野
中学の生物教師である黒川喬雄さんが初めて発見し、
植物標本の基準産地となっている貴重な植物です。
カンアオイの仲間は、日照量が少なく湿気の多い土
地に生育します。実をアリが運ぶため、分布を拡大
する速度が遅く、地域によってさまざまな種類に進
化しています。
　先日、上野公園の石垣の清掃と併せて行った植生
調査では、ヒメカンアオイ 30株が確認されました。

◆イガザサ・フウラン
　上野公園には、そのほ
かにも黒川さんによって

発見されたイガザサなどの貴重な植物が自生して
います。
　鎮守の森といえば神社を囲むように存在する森林
のことですが、こういった場所はさまざまな植物が
自生し、古くからのありさまを伝えています。高倉
神社ではアヤマスズというササの一種が自生してお
り、これは県の天然記念物に指定されています。
　また、“上野のお天神さん”にたたずむ大木には、フ
ウランがびっしりと生えています。フウランはラン
科の植物でほかの木の上に根を張って生活していま
す。散歩で立ち寄ったときは、１株２株落ちてこな
いものかと見上げながら歩いたりもします。
　このように、伊賀市内を見渡すとまちの中にたく
さんの自然が残っていることがわかります。新種の
植物は、毎日約 50 種発見されていると聞いたこと
があります。皆さんも身近にある山林をよく見てみ
てください。意外な発見があるかもしれません。

（伊賀市長　岡本　栄）

ー伊賀の貴重な植物ー

市長の伊賀じまん

▲上野公園に自生するイガザ
　サ（ルベシベザサの別名）。
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▼巌倉水力発電所の導水路跡
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